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≪研究 ロセミナー等・調査の概要≫

単結晶は身の回りの電子部品等に多用されており、社会基盤を支える重要な役割を担つ

ている。結晶製造技術は大量生産を前提に発展してきたが、多様化したニーズの中で少量

であつても多品種に対応できる生産技術の必要性が増している。このような背景の下で、

申請者が開発したレーザ光均―加熱による結晶育成技術が多品種少量生産方式に適してい

ることを明らかにしてきた。本研究では、その技術を産業利用する上でネックとなってい

る光学系を再検討し、レーザ光の均―性を保ちつつも、汎用の光学部品を用いて小型でレ

ーザ光の形状の調整が可能な光学系を開発することが目的である。本研究により装置小型

化 口結晶形状のフレキシビリティ Jコ ス トロ省エネルギーの面で大きな改善が見込まれ、

特殊用途結晶の小ロット生産などに貢献するとともに、材料研究への学術的な波及効果も

期待される。更には、近年結晶育成以外でも広範に普及が進んでいる光加熱全般において

も更なる均―性向上につながり、ランプ加熱よりも質の高い加熱技術としてものづくり技

術の高度化に貢献することが期待される。


